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第
四
十
七
回
柳
川
川
柳
学
校
報
告
書 

日
時
：
令
和
六
年
六
月
三
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

教
室
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

出
席
：
伊
藤
・
魚
森
・
亀
池
・
菅
田
・
倉
田
・
後
藤
・
高
谷
・
横
田
・
若
槻 

／
久
米
田
・
辻
川
・
吉
原 

 
 

今
回
は
悲
し
い
お
知
ら
せ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
年
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
井
口

三
貴
子
さ
ん
が
四
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
柳
川
川
柳
学
校
に
投
句
さ
れ
た
川
柳
の
中
か
ら
各
賞
を

獲
得
さ
れ
た
も
の
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

・
生
き
て
る
を
寝
息
う
か
が
う
老
い
ふ
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
優
秀
作
品
賞
～
初
参
加
初
受
賞
～
第
二
回 

平
成
二
十
七
年
十
二
月
七
日 

・
疲
れ
ま
す
天
皇
な
れ
ど
人
の
子
ぞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
優
秀
作
品
賞
～
第
七
回 

平
成
二
十
八
年
十
月
三
日 

・
年
重
ね
大
根
役
者
の
い
ぶ
し
銀 

優
秀
作
品
賞
～
第
九
回 

平
成
二
十
九
年
二
月
六
日 

・
忖
度
と
は
損
か
得
か
の
こ
と
な
の
ね
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
準
）
最
優
秀
作
品
賞
～
第
十
回 

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日 

・
死
に
た
い
は
生
き
た
い
心
の
裏
返
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
優
秀
作
品
賞
～
第
十
一
回 

平
成
二
十
九
年
六
月
五
日 

・
ひ
と
束
の
線
香
花
火
の
幼
な
恋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

優
秀
作
品
賞
～
第
十
二
回 

平
成
二
十
九
年
八
月
七
日 

・
夫
婦
墓
隣
に
小
さ
き
先
妻
墓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長
賞
～
第
十
九
回 

平
成
三
十
年
十
月
一
日 

・
終
活
の
蔵
書
の
山
か
ら
エ
ロ
雑
誌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

優
秀
作
品
賞
～
第
二
十
五
回 

令
和
元
年
十
月
七
日 

 

・
巣
ご
も
り
で
見
飽
き
た
妻
と
雑
煮
食
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
優
秀
作
品
賞
～
第
三
十
一
回
Ｗ
Ｅ
Ｂ
川
柳
学
校 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
一
回 

 

最
優
秀
作
品
賞 

 

井
口
さ
ん 
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今
回
か
ら
新
入
会
員
と
し
て
倉
田
康
宏
さ
ん
が
加
わ
り
ま
す
。
会
員
数
は
十
四
名
で
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
聴
講
生
を
経
ず
川
柳
を
投
句
さ
れ
た
倉
田
さ
ん
に
も
期
待
大
で
す
。 
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菅
田
鏡
頭
の
ナ
ン
ダ
カ
ン
ダ
コ
ー
ナ
ー
は
、
「
蚊
帳
の
外
」
で
す
。
会
報
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
紹

介
で
す
。
以
下
抜
粋
で
す
。 

 
 

・
喧
嘩
し
て
悪
く
な
い
の
に
機
嫌
取
る
（
旧
作
） 

 
 

・
イ
キ
イ
キ
と
別
居
し
て
い
る
オ
ト
ナ
リ
さ
ん 

 
 

・
補
聴
器
が
壊
れ
て
い
て
も
気
が
付
か
ず 

 

さ
て
人
気
投
票
の
結
果
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

・
最
優
秀
作
品
賞
～
後
藤
さ
ん
（
自
由
句
②
） 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

・
優
秀
作
品
賞
～
菅
田
さ
ん
（
自
由
句
④
）
横
田
さ
ん
（
課
題
句
③
）・
校
長
賞
～
伊
藤
さ
ん
（
課
題
句
⑦
） 

 

 
 

 
 

 

 

後
藤
さ
ん
は
三
回
連
続
の
最
優
秀
作
品
受
賞
と
な
り
ま
し
た
‼ 

 

投
句
一
覧
は
以
下
の
通
り
で
す
。
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

辻
川
校
長
補
佐
の
中
締
め
の
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
八
月
五
日
（
月
）
で
す
。
皆
で
熱
い
川
柳
の

夜
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

報
告
～
吉
原 
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自
由
句 

① 

賃
上
げ
で
物
価
据
え
置
き
量
が
減
り
（
若
槻
匡
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

② 

最
期
ま
で
棺
の
ラ
ン
ク
で
見
栄
を
は
る
（
後
藤
啓
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
最
優
秀
作
品 

③ 

Ｉ
Ｔ
の
波
に
乗
れ
な
い
ジ
ジ
と
バ
バ
（
横
田
真
理
子
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

④ 

補
聴
器
を
外
し
て
み
れ
ば
我
が
世
界
（
菅
田
一
郎
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
優
秀
作
品 

⑤ 

人
の
年
聞
い
て
我
が
年
思
い
出
し
（
吉
原
司
郎
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑥ 

先
見
え
ず
目
先
の
お
金
追
い
か
け
る
（
高
谷
昇
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑦ 

バ
バ
ア
じ
ゃ
な
い
！
そ
う
言
い
出
し
た
ら
バ
バ
ア
で
す
！
（
伊
藤
嘉
之
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑧ 

ア
ル
コ
ー
ル
毎
日
吞
ん
で
ナ
ア
ス
コ
ー
ル
（
久
米
田
眞
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑨ 

耳
遠
い
時
に
は
い
い
な
小
言
に
は
（
亀
池
弘
二
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑩ 

シ
ワ
の
数
年
輪
で
す
と
見
栄
を
張
り
（
魚
森
洋
史
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑪ 

い
つ
の
間
に
Ａ
Ｉ
時
代
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ
（
辻
川
登
貴
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑫ 

京
都
へ
の
ひ
さ
び
さ
旅
も
引
き
か
え
す
（
倉
田
康
宏
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

    
 
 
 
 
 
 
 

 

  

https://www.flickr.com/photos/jetalone/2705873236/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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課
題
句
～
高
騰 

① 

賃
上
げ
で
物
価
高
騰
打
つ
手
な
し
（
若
槻
匡
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

② 

高
騰
の
金
歯
宝
の
持
ち
腐
れ
（
後
藤
啓
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

③ 

高
騰
で
我
が
家
も
欲
し
い
裏
金
が
（
横
田
真
理
子
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
優
秀
作
品 

④ 

高
騰
に
ヨ
ソ
が
や
る
な
ら
ウ
チ
も
上
げ
（
菅
田
一
郎
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑤ 

四
万
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
さ
て
何
が
？
（
吉
原
司
郎
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑥ 

高
騰
で
食
費
削
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
（
高
谷
昇
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑦ 

な
に
も
か
も
値
上
げ
値
上
げ
で
も
う
音
上
げ
（
伊
藤
嘉
之
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
校
長
賞 

⑧ 

低
迷
懐
か
し
物
価
高
騰
聞
き
飽
き
た
（
久
米
田
眞
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑨ 

円
安
で
ホ
テ
ル
高
騰
よ
し
悪
し
（
亀
池
弘
二
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑩ 

高
騰
に
青
息
吐
息
妻
の
顔
（
魚
森
洋
史
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

⑪ 

こ
の
歳
で
こ
の
先
あ
り
や
高
騰
が
（
辻
川
登
貴
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑫ 

ド
ル↖↖↖

エ
ン↘↘

↘↘↘

マ
イ
ッ
タ
ナ
（
倉
田
康
宏
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 
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（
完
） 


